
マイコプラズマ肺炎 
最初は風邪と似た症状が現れ、1～2日遅れて咳が出始め、1ヶ月く

らいしつこく続くのが特徴です。特に早朝や就寝前に、ひどく咳込む傾

向があります。咳が長引き、なかなか改善されない場合は治療薬がある

ので受診をしましょう。潜伏期間（14～21日）が長く、感染源の特定

は困難ですが、熱やアルコールに弱いので、消毒薬を使用することで予

防ができます。咳で感染が広がるため、手洗い・うがいなどもこまめに

行いましょう。また、風邪やインフルエンザと同様、免疫力が弱ってい

る時にかかりやすいので、栄養や睡眠をしっかりととり、規則正しい生

活を心がけましょう。 

感染性胃腸炎 
突然吐き出したり、激しい下痢を 1日に何度も繰り返したりします。

特に乳幼児がかかりやすく、脱水症状からひきつけを起こすなど、重症

化することがあります。激しくぐずる、1日中ぐったりと寝ている、唇

や口の中が乾いている、おしっこの量が減っているなどの症状が見られ

たら、すぐ医師にかかりましょう。タオルやハンカチなどの共有を避け、

手洗い・うがいをこまめに行いましょう。下痢症状がある時は、入浴は

一番最後にするか、シャワーだけにしたほうがよいでしょう。食事は油

物を避け、野菜スープや味噌汁などの温かい物を薄味にします。また、

りんごやにんじんには整腸作用があるので、りんごのすりおろしを与え

たり、にんじんをおかゆに混ぜたりして調理するのもお勧めです。毎日

の予防には、調理前の十分な手洗いはも 

ちろん、調理器具を塩素系の漂白剤に 

浸けたり、熱湯をかけて消毒をしたり、 

食品を熱湯で 1分以上加熱したりする 

ことが効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２月 ほけんだより 

 暦の上では春ですが、まだまだ寒さが続いています。一般的に 1 月下

旬から 2 月にかけて最も寒くなると言われています。寒さや乾燥によっ

て感染症が発生しやすい時期でもあります。しっかりと手洗い・うがいを

行い、予防に努めましょう。 

令和 5年１月２5日  

松島さくら保育園 保健室 

 

RSウイルス感染症 
 気管支炎や肺炎などを起こすウイルス感染症で、冬場に乳幼児の多くが感

染します。終生免疫ではなく、2 歳までにほぼ 100%感染すると言われて

いるため、毎年かかるお子さんも多いようです。症状が軽い場合は、風邪を

ひいた時と同様、水分補給・睡眠・栄養・保温に注意し、安静にして経過を

みます。脱水気味になると、たんが粘り吐き出すのが困難になるので、水分

をこまめに与えましょう。 

 

症状 
4～5日の潜伏期間の後、鼻水・咳・発熱 

などの風邪に似た症状が現れます。通常は 1 

週間前後で回復しますが、なかには肺炎や気 

管支炎を発症する子どももいます。特に心肺 

の基礎疾患がある子は重症化しやすいので、 

注意が必要です。また、新生児、低体重児、 

生後 6か月未満の乳児も重症化しやすいと言われています。手洗い・うがい

（乳児は外から帰ったら水を飲ませる）をしっかりと行い、予防しましょう。 

 

 


